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（写真2-25）茅を整理する （写真2-26) 「蛇も蚊も」の目玉、耳、角、尾

















































































































































































































































































































































































































































































































































































属した。さらに、明治 22(1889）年 4月 1日に市制が実行され、津は安濃郡から分離し
て津市として独立した一自治体として雄々しく発足したのである。同時に津市の区域は橋




次に、人口についてである。昭和 36(1961）年に白塚の世帯数はし 136戸、人口 5,310
人で、あった（2）。 平成 18(2006）年の市村町合併により、津市白塚村は白塚町となった。ま
た平成 18(2006）年、白塚町の総世帯数は、 3676戸で総人口 9122人であり、その内男性
人口が 4478人、女性人口が 4611人である（3）。 これらの数字を見ると、昭和 30年代以来、
津市白塚町の人口は増加していることが分る。しかし、 20世紀50年代の年齢階層別人口




年 0歳～14歳 15歳～64歳 65歳～ 計
次 人口 増加 人口 増加 人口 増加 人口 増加
1950年 31, 1698 60,269 5,003 96,440 
1954年 30,801 -367 67,461 +7, 192 5, 797 +794 104,059 +7, 619 
1959年 27,833 -2,970 73,233 +5, 772 6,916 ＋ 107,980 +3, 921 
1, 119 
増減数 -3,337 + 12, 964 ＋ ＋ 
1,913 11,540 
向上覧 -1 1覧 +21覧 +38出 十11略
最後に、生業についてである。昭和初期まで白塚地区の主な生業は漁業であり、地区に
は白塚魚市場と中央魚市場2つの漁業市場があった。その内、白塚市場は、昭和 27(1952) 
年に創立され、株主 125人仲買人 180人、中央市場は同 30年（1955）に創立され、株主は













































がり深い 1400名の人々の寄付により平成 15(2003）年から 16(2004）年にかけて改築され
た。工事の際元の霞浦神社本殿の天井から慶応4(1868）年建立との棟札が出てきたこと
70 
